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化

Chemistry 

品比

十

教 授広上俊一 Shun-ichiHirokami 

助教授高橋たみ子 TamikoTakahashi 

教務職員角田広子 HirokoKakuda 

⑮ 研究概要

広上俊一，角田広子:計算化学的方法による分子

構造と電子状態のエネルギーおよび反応の遷移状態

の研究.

高橋たみ子:光化学反応を利用する新規不斉反応

の開発研究.新規キラル誘導化試薬の開発研究.

⑮ 学会報告
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教 授尾崎宏基 HirokiS. Ozaki 

助教授片桐達雄 TatsuoKatagiri 

教務職員荒舘 忠 TadashiAradate 

⑮ 研究概要

尾崎宏基:プロテオーム解析による遺伝性脳梁欠

損マウスの原因遺伝子に関する分子生物学的研究

片桐達雄:自己/非自己認識の細胞生物学的機構

および認識に伴う細胞内シグナル伝達機構の解析

荒舘 忠:糖尿病治療薬の開発を目的とした天然

生理活性物質の探索と応用に関する研究
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⑥ 研究紀要

-13-




